
西条地区

「西条地区 会員会社安全衛生パトロール・見学会」の開催

　昨今業界にて多発中の火災事故などに対す

る会員の更なる安全意識向上および予防への

取組みを目的とし、令和元年８月26日㈪西

条地区幹事会社である㈱住共クリエイトサー

ビスセンター（以下、SCC）にて、同地区

初の「西条地区�会員会社安全衛生パトロー

ル・見学会」を開催しました。

　本開催に西条地区・近隣地区の会員あわせ

て計28名が参加し、冒頭SCCの親会社であ

る住友共同電力㈱より、同社グループ全体の

安全衛生への取組み説明をおこなった後、発

電設備（ボイラー・タービン）および産廃木

くずの破砕処理施設等、比較的リスクが潜在

している場所を見学し、各参加会員へ、三現

主義（“現場”“現物”“現実”）による現場の

安全管理の重要性を提唱しました。

　参加会員においては、普段目にすることが

少ない他企業の設備や取組みを知ることによ

り、これまで以上に安全衛生への理解を深め

る絶好の機会となりました。

　西条地区は今回の取組みを足掛かりに、今

後も積極的に会員会社の安全衛生パトロール

などを計画し、会員のリスクマネジメント能

力の一層の向上に努めて参りたいと思います。
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八幡浜地区

平成30年７月豪雨災害に関する勉強会・意見交換会

　八幡浜地区では、昨年７月に発生した平成

30年７月豪雨災害における災害ごみの処分

等に関する勉強会・意見交換会を開催した。

■実施日時

　令和元年８月20日㈫　10：00～12：00

■実施場所

　大洲市徳森248　

　株式会社西田興産　２階会議室

■出席者

　16名

■実施内容

　・平成30年７月豪雨災害記録ビデオ上映

　　（大洲市内水害ごみの記録ビデオ）

　　�　記録ビデオは大洲市内の水害発災の様

子から、発生したごみが各地区の空き地

等に勝手に集められてできた「勝手仮置

場」等から、大洲市指定の仮置場への搬

入（分別）の様子や、想定外のごみ（危

険物）等の処理等、実際に発生した災害

でないとわからない部分が収められてお

り、水害被害におけるごみ処理の困難さ

を理解することが出来た。

　・意見交換

　　�　意見交換では、八幡浜地区内でも西予

市などでは水害だけではなく土砂災害が

発生した場所も多く、水害以外での災害

対応に実際に従事した会員から貴重な意

見をうかがうことが出来た。

　えひめ産業資源循環協会（と各地区）が、

協会としてどのような協力が行えるかや、連

絡調整をどのように行えるかなど、事前に協

議し体制を常に整えることが必要ではないか

との意見が出た。

　また、今後発生が予想される南海トラフ巨

大地震においても、発生するごみは、処理に

大変な困難が予想され、協会としてどのよう

な地域貢献ができるか継続して話し合ってい

くことが必要との意見が出た。

　各地区単位のみでは難しい部分も多いため、

協会全体での議論が必要ではないか。
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宇和島地区

令和元年度　不法投棄防止パトロールの開催

　宇和島地区では、令和元年９月28日㈯南

予地方局管内において、廃棄物の不法投棄を

未然に防止し、生活環境の保全及び公衆衛生

の向上を図るため、不法投棄されやすい松野、

鬼北、吉田町の山間部や宇和島市、愛南、津

島町の海岸線を中心に不法投棄防止パトロー

ルを実施いたしました。

　今回のパトロールでは、山間部のガード

レールが途切れた急斜面や海岸線の民家の少

ない道路沿いに不法投棄ごみが確認されまし

た。

　当管内においては、地域住民の環境意識の

向上に伴い、年々不法投棄の件数及び発生量

は減少傾向にはあります。

　今後、宇和島地区においては南予地方局不

法投棄防止対策推進協議会と連携を密にしな

がら、不法投棄防止活動に積極的に取り組ん

で参ります。
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宇和島地区

令和元年度　「ぼくのゴミどこ行くの？」教室開催

　宇和島地区では、環境意識の普及啓蒙活動

として南予地域の小学校の児童たちに身近な

地域の環境問題について理解を深め、環境保

全活動への積極的な参加を育む取り組みとし

て、令和元年10月28日㈪宇和島市立畑地小

学校において、３～６年生の児童19名を対

象に「ぼくのゴミどこ行くの？」教室を開催

いたしました。

　宇和島保健所の角田様を講師にお迎えいた

しまして、10時30分から11時15分まで45

分間の環境教室を行い、「ゴミにはどんな種

類があるの？」､「ゴミはどこへ行くの？」､「ゴ

ミについて困ったことは？」､「わたしたちに

は何ができるだろう？」について、児童たち

に分かりやすく講演をしていただきました。

　また、「ゴミについてのクイズ」では、多

くの児童が積極的に発表を行い、児童たちも

地域の身近な環境問題として関心をもって受

講していただきました。

　児童からは、「海や川の環境を守っていき

たい」、「買い物にはエコバックを持っていき

たい」、「ペットボトルから洋服やズボンに

かわるエコマークがわかった」「リデュース、

リユース、リサイクルの３Ｒの意味がわかっ

た」など、多くの感想をいただきました。

　児童たちは「環境を守るための大切さ」を

環境教室で学び、身近にあるごみの処理や有

効利用など自分たちの生活との関わりを理解

し、ごみの減量やリサイクルなど児童たちが

協力できることを考えて、環境保全活動に取

り組まれることと思います。

　今後も、環境意識の普及啓蒙活動として南

予地域の小学校で開催する予定です。　
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